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論文の内容の要旨 
 
 永田氏の博士学位論文は、沖縄県の高齢者における会話交流と睡眠状態について、沖縄県外との高齢
者との比較を加え、その特徴を明らかにしたものである。本文は２つの研究からなり、その要旨は以下
のとおりである。 
 
 研究 1では、沖縄県内在住のひとり暮らし高齢者の会話交流と睡眠との関連性を検討することを目的
として、沖縄県の老人クラブ所属で各地区の老人会へ参加している高齢者 111人に対して、睡眠に関す
る質問紙を用いて調査している。調査項目は基本属性と、睡眠状況、生活習慣、会話交流、GDS 短縮
版（Geriatric Depression Scale）である。 
 有効な回答が得られた 102人（有効回答率 91.8%）の平均年齢は 80.1（±7.8）歳、性別は男性 45人、
女性 57人であった。分析の結果、著者は次のことを明らかにしている。家族形態は同居が 83人（81.3%）、
ひとり暮らし高齢者は 19人（18.7%）で全国（17.6％）と比べて多かった。ひとり暮らし高齢者の平均
年齢は 86.4歳（SD：6.5）と年齢が高く、女性が多く、配偶者はなしが多かった。外出の頻度が多く（ｒ
＝.289、ｐ＜.01）、会話の相手は友人が多かった（ｒ＝.595、ｐ＜.01）。GDS得点は 2.2（±1.5）と低
かった。睡眠状況については、睡眠時間は十分であること、容易におきることができると感じていたが、
睡眠潜時が 30分を超える者が多い傾向にあった。 
 ひとり暮らし高齢者は、外出により会話交流を楽しむことで、ノンレム睡眠が得られ、睡眠の満足感
につながっていることが推察された。しかし、友人との会話交流は多いものの、会話交流の内容などが
課題となった。今後は、会話交流の内容と睡眠との関連を検討する必要性が示唆された。 
睡眠は満足であると捉えていたが、睡眠潜時は長い傾向にあった。睡眠潜時の長さは、研究参加者が
高年齢であることが関連していると考えられた。今回の調査は、質問紙を用いての主観的睡眠調査であ
るため、主観的判断による偏りが生じる場合が考えられる。従って、生理学的な指標を用いて客観的に、
睡眠効率と会話交流の関連について検討していく必要があり、沖縄県内在住ひとり暮し高齢者の睡眠と
-２ 
会話交流の特性を見出すため、沖縄県外高齢者との比較検討をする必要があるとまとめている。 
 
 研究 2では、①睡眠効率と会話交流との関連要因について沖縄県内と県外で比較検討すること、➁ひ
とり暮らし高齢者の睡眠と会話交流の関連要因について検討することを目的として、生理学的指標を用
いた全国調査を行っている。 
 著者は、地域在住で、老人クラブに所属し、老人会や健康教室に参加している 65歳以上の高齢者 459
名に、質問紙調査と Actiwatch-L (米国フィリップス・レスピロニクス社製社製、以下 AW-L)による睡
眠の質の調査を依頼した。調査項目は、質問紙調査では、基本属性、起床時間の規則性などの睡眠状況、
生活習慣、会話交流、GDS短縮版（Geriatric Depression Scale）である。AW-Lでは、Sleep efficiency
（睡眠効率）、Sleep latency（睡眠潜時）、Bed time（就寝時刻）、Get up time（起床時刻）を測定した。
睡眠効率の中央値（83.6％）以上を睡眠効率高群、中央値（83.6％）未満を睡眠効率低群とした。睡眠
効率高群・低群を従属変数とし、睡眠状況、生活習慣および会話交流を独立変数とし、χ２検定または
Fisherの直接確率検定を用いて関連を検討した。年齢、BMI、GDS短縮版、Sleep efficiency（睡眠効
率）、Sleep latency（睡眠潜時）などの比較には Mann-Whitneyの U 検定を行った。また、睡眠効率
高群・低群を従属変数、睡眠状況、生活習慣、会話交流を独立変数としたロジステック回帰分析をおこ
なった。単変量解析で有意な関連を示した変数（ｐ＜.25）を選択し、また先行研究により明らかとなっ
ている変数を選択し、独立変数として投入した（強制投入法）。また、沖縄県内在住ひとり暮らし高齢
者 12人の定性分析を行っている。 
 質問紙の回収は 237部（回収率 51.6％）であり、AW-Lによるデータの得られた 232人（有効回答率
50.5%）を分析対象とした（沖縄地区 61人、関東地区 139人、北海道地区 32人の高齢者）。沖縄県内
在住高齢者は 61人（26.9％）で、ひとり暮らし高齢者は 37 人（16.8%）であった。そのうち 12人が
沖縄県内在住ひとり暮らし高齢者であった。分析の結果、著者は次のことを明らかにしている。沖縄県
内在住高齢者におけるロジステック回帰分析の結果、睡眠効率と有意な関連が見られた変数は、「一番
満足する話相手が配偶者」（OR=46.813, 95％CI＝2.2-852.3）と「楽しい話題が家族」（OR=35.036，
95％CI＝1.6-759.6）で、県外在住高齢者では、「ボランティア活動」（OR=4.517, 95％CI＝1.1-17.0）
であった。ひとり暮らし高齢者と睡眠効率との関連がみられた変数は、「楽しい話題が世間話」
（OR=17.153, 95％CI＝1.02-286.1）であった。また、沖縄県内在住ひとり暮らし高齢者の睡眠効率
は平均 83.3％で、GDS は、平均 2.36 点でうつ傾向はなかった。沖縄県内在住ひとり暮らし高齢者 12
人の定性的分析で睡眠効率高群は、外出頻度が多く、楽しい会話頻度が多い傾向にあった。 
 これらの結果に基づき、著者は以下のような考察を行っている。ひとり暮らし高齢者において、楽し
い話題の世間話は質の良い睡眠に繋がることが示唆された。また、県内ひとり暮らし高齢者 12 人の定
性的分析で睡眠効率高群は、外出頻度が多く、楽しい会話の頻度が多い傾向にあると思われた。沖縄県
内在住高齢者において、親密性が高く楽しいと感じる家族の話題や一番に満足が得られる身近な配偶者
との会話は、充足感、安心感を増し、質の良い睡眠に繋がることが示唆された。また、県外在住高齢者
においては、社会貢献活動であるボランティア活動が質の良い睡眠に繋がることが示唆された。本研究
の限界として、サンプル数が少なく、沖縄県内在住ひとり暮らし高齢者の会話交流との関連を明らかに
するには不十分であり、沖縄県内在住ひとり暮らし高齢者数を増やし、分析する必要があることが課題
としてあげられた。 
 
審査の結果の要旨 
（批評） 
 永田氏の博士学位論文は、沖縄県というひとり暮らし高齢者が多いが、身近な人との社会的なつなが
りの深い地域における高齢者の会話と睡眠の特徴を明らかにするために、全国の地域在住高齢者との比
較を加えたこと、さらに睡眠の状況を客観的に把握するために生理学的指標を用いて分析を行った点が
特に優れている。 
平成 29年 1月 30日および平成 29年 2月 24日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席の
もと論文について説明を求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査
委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（ヒューマン・ケア科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
